
   

新宿区立北新宿図書館 

令和４年度平和啓発事業 
 

戦跡から平和について考える 

2022年 7月 22日（金） 

   ～8 月 27 日（土） 
 

 

北新宿図書館では、令和４年度 

平和事業として『戦争遺物は語る 

‐戦禍をくぐり抜けたものたち‐』を 

テーマに掲げ、絵画や写真、戦災建

築物などが戦争時の様子を後世に

伝え続けていくことに着目しました。 

“戦跡から平和について考える” 

きっかけになる様、携わった人々や

その記録・作品、遺物を保管する記

念館、遺構等についての関連書籍を

展示します。 

 

新宿区立北新宿図書館 

（指定管理者：ナカバヤシ株式会社） 

〒169-0074新宿区北新宿 3-20-2 

☎03-3365-4755 

 

丹賀砲台跡（大分） 

自身が戦争を体験し、平和な世界の実

現を願った“いわさきちひろ”を取上げ

ることから、関連書籍の展示に加え、

“いわさきちひろ”が描いた作品パネル

の展示と上映会 『いわさきちひろ 

-27歳の旅立ち-』を開催します。 

（8月 20日（土）１４：００より ※上映終了） 



 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

タイトル  著者名 出版社 出版年 資料番号  

鏡の中のいわさきちひろ 歌代 幸子／著 中央公論新社 2019年 5月 0660073583 

ちひろさんと過ごした時間 黒柳徹子／ほか著  新日本出版社 2014年 8月 0650276982 

ちひろの世界 松本 猛／著 講談社 2013年 4月 0650211050 

ちひろの昭和 いわさき ちひろ／絵 河出書房新社 2009年 4月 0650163881 

ちひろ、らいてう、戦没画学生 

の命を受け継ぐ 

小森陽一／著，松本猛／著，

窪島誠一郎／著 
かもがわ出版 2021年 3月 0660168010 

わたしがちいさかったときに 長田 新／[ほか]著 童心社 1980年 0600423704 

[お薦めの本] 

2022年 6月 23日現在 （2023年 6月 22日改定） 

ダークツーリズムとは、“戦争・虐殺・災害・公害・

事故が起こった被災地や、人権にまつわる不幸

な歴史の残る場所を訪問する観光“の総称。※ 

海外では、アウシュビッツ強制収容所やグラン

ド・ゼロなどが挙がり、日本では、原爆ドーム・長

崎平和公園・陸軍丹賀砲台園地などがありま

す。負の遺産巡りは、過去の出来事を学び、歴

史にどう向き合い行動するのかを、我々に問い

かけてくるようです。 
 
※コトバンクｗｅｂサイトより一部抜粋 
https://kotobank.jp/word/ダークツーリズム-191323 

絵画やモノが伝える記憶にふれると言葉を超

えるなにかが伝わってくることがあります。戦

争・病い・震災など、苦難の歴史に刻まれた災

禍と文化を伝える 23館が紹介されています。 

（令和 4年度の平和事業における図書展示の一例） 

『<記憶の継承>ミュージアムガイド』 

皓星社編集部／編 

皓星社／発行 

出版年月：2022 年 4 月 

資料番号：0660216381 

☐平和祈念展示資料館 https://www.heiwakinen.go.jp/ 

☐昭和館 https://www.showakan.go.jp/ 

☐東京大空襲・戦災資料センターhttps://tokyo-sensai.net/ 

 

『ダークツーリズム入門』 

風来堂／編 

イースト・プレス／発行 

出版年：2017 年 9 月 

資料番号：0660012331 

新宿区には平和祈念展示資料館があり、昭和

館(千代田区)や東京大空襲・戦災資料センター

(江東区)、旧日立航空機株式会社変電所(東大

和市)など都内にも戦中・戦後の体験・戦災の

記録を今に伝える資料館や戦災建造物があり

ます。 

 

https://www.heiwakinen.go.jp/
https://www.showakan.go.jp/
https://tokyo-sensai.net/

